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《センターより》 

 

環境分析・実験系廃液処理の活動報告 

 

科学分析支援センター 三田 和義 
 

科学分析支援センターでは，実験系廃棄物の回収・外部処理依頼および下水道法に基づいた最終

放流口の水質検査を実施しています．平成 27 年度の環境分析・廃液処理関連の活動状況や廃液の回

収量，最終放流口の分析結果について報告します（次ページを参照）．平成 27 年度の活動状況としては，

4月の廃液処理説明会の他に，工学部応用化学科 2年次生の学生実験ガイダンスにおいて環境に配

慮した実験廃液の適切な搬出方法等（参加者 63 名）を行いました． 

実験系廃棄物(無機系・有機系廃液及び固形廃棄物)の処理については，毎月約 2,000 ～ 4,000 L

の実験廃液を回収し業者に処理を委託しています．無機廃液では，その処理作業においてタンクの貯留

量及び廃液の pH が安全確保に大変重要な項目であるため，回収した廃液タンク全ての廃液容量，pH

の確認を実施しています．有機廃液では，平成 25 年度より有機タンクをワンウェイ方式に変更した際に，

貯留量が 16L から 20L に変更となっていますので以前にも増して貯留量の遵守をお願いするとともに容

量，容器の状態確認等を実施ししています． 

回収量におきまして有機廃液は増加傾向にあり，無機廃液は横ばい状態で，固形廃棄物の回収量は

10 年前に比べると 2 倍になっていますが，ここ 3 年くらいは 2,000kg で横ばい状態となっています． 

また，廃液回収時において安全の観点から気になっていることは，廃液運搬用台車から廃液タンクを

落下させてしまう．サンダル等の履物で廃液を運搬する．廃液タンクを抱えて運搬するなどの行為を見か

けることです．廃液は薬品と同等の危険性がありますので，安全上の観点からも正しい運搬方法をご指導

いただければと思います． 

最終放流口の分析では，さいたま市の政令に基づき本年も月 4 回の水質検査と，水温および pH 測定

を毎日実施しました．さらに，さいたま市の実施する水質検査が昨年は 6 月以降 5 回実施されています．

この検査結果は毎月発行している環境分析ニュースレターの紙面上で報告し，流しから有害物質を流さ

ないよう注意喚起を行っています． 

平成 27年度の水質検査結果において，VOC(揮発性有機化合物)では下水道法の基準値の1割程度

でジクロロメタン，1,4-ジオキサンが数回検出されています．また，ジクロロメタンにおきましては 1割以下で

の検出回数も増えてきています．そのほかに報告義務のない溶媒類（ジエチルエーテル，ヘキサン，酢

酸エチル等の溶媒）も頻繁に検出されるようになっています． 

平成 27 年 6 月より改正水質汚濁防止法が施行されました．このため埼玉大学は研究・実験室内での

化学薬品を含む液体の取扱い等についての管理要領【研究・研究室用】を作成し，この要領を厳守し流

しから有害物質を一切流さない方針を打ち出しました．そして埼玉大学は，作成した管理要領【研究・研

究室用】と管理要領に従って流された排水を公的機関に分析依頼して得られた分析結果を持参して，さ

いたま市へ申請し，学内に埋設されている下水道管からの漏れのチェックを免除していただいています．
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今後は，下水道法の基準に照らすのではなく最終放流口において有害物質が検出されることがないよう

管理要領【研究・研究室用】を厳守し流しに有害物質を一切流さない方針をご理解していただき学生へ

の指導をお願いいたします． 

pH 値については，今年も最終放流口で 1 月から 3 月にかけて 8.8 超～9 未満の状態が頻繁に発生し

ていましたが，この原因については不明です．表１に，さいたま市が実施した大学の最終放流口での水

質検査の結果を示します． 

その他，環境分析ニュースレターを毎月発行し，実験廃液の回収量や最終放流口の分析結果及び廃

液回収での注意などを掲載しています．また，埼玉大学が加入している大学等環境安全協議会の総会

や研修会・セミナー等へ積極的に参加し，他大学の担当者と意見交換をすることで，廃棄物特に特別管

理産業廃棄物の管理の在り方，構内排水の問題点や水質改善等への意識の向上を図っています．昨年

度より他大学の実験廃液の実務担当者の方と実務者プロジェクトを実施させていただいています． 

 
平成 27 年度活動状況 

 
活動内容 実施日 

工学部応用化学科 2 年次生 『応用化学実験Ⅰ実験ガイダンス』 4/2 

廃液処理説明会 
4/15 

4/20 

第 33 回 大学等環境安全協議会総会・研修会参加 7/22-24 

第 31 回 大学等環境安全協議会技術分科会参加 11/18-20 

大学における化学物質リスクマネジメント事例集積プロジェクト発足会議参加 12/11 

下水道最終放流口の水質分析 ※ 

pH，水温 毎日 

有害金属類 月 4 回 

揮発性有機化合物 月 4 回 

さいたま市建設局下水道部下水道維持管理課への報告 毎月 

実験廃液・廃棄物等の定期回収 毎月 

環境分析ニュースレター発行 

実験廃液・廃棄物等の回収状況 及び 学内排水の水質分析結果を報告 
毎月 

 
※ 本センターが政令に基づいて分析している．さいたま市が実施している「大学の最終放流口での水

質検査」の結果については表 1 に記載している． 



- 28 - 

平成 27 年度外部委託処理量 

 
実験廃液・廃棄物等の外部委託処理 搬出日 項目 排出量 

第 1 回 委託処理 5/14 

有機系廃液 1,467 L 

無機系廃液 632 L 

固形物 91 kg 

第 2 回 委託処理 6/4 

有機系廃液 2,062 L 

無機系廃液 436 L 

固形物 149 kg 

第 3 回 委託処理 7/6 

有機系廃液 1,963 L 

無機系廃液 574 L 

固形物 135 kg 

第 4 回 委託処理 8/3 

有機系廃液 2,343 L 

無機系廃液 437 L 

固形物 153 kg 

第 5 回 委託処理 9/2 

有機系廃液 1,170 L 

無機系廃液 156 L 

固形物 136 kg 

第 6 回 委託処理 10/2 

有機系廃液 1,969 L 

無機系廃液 365 L 

固形物 91 kg 

第 7 回 委託処理 11/2 

有機系廃液 2,775 L 

無機系廃液 520 L 

固形物 159 kg 

第 8 回 委託処理 12/4 

有機系廃液 3,214 L 

無機系廃 621 L 

固形物 248 kg 

第 9 回 委託処理 12/22 

有機系廃液 2,095 L 

無機系廃液 375 L 

固形物 149 kg 

第 10 回 委託処理 2/3 

有機系廃液 2,602 L 

無機系廃液 566 L 

固形物 179 kg 

第 11 回 委託処理 2/24 

有機系廃液 1,332 L 

無機系廃液 487 L 

固形物 63 kg 

第 12 回 委託処理 3/28 

有機系廃液 1,624 L 

無機系廃液 409 L 

固形物 158 kg 
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表１. 平成 27 年度 さいたま市による排除下水の水質検査結果 

 

◎ 採水場所 ： 埼玉大学下水道最終放流口 

単位：pH を除いて mg/L 

検査項目 排除基準 

採水日時 

5/8 

11:55 

7/30 

13:43 

10/13 

9:25 

12/10 

11:50 

2/4 

9:40 

水素イオン濃度（ｐＨ） 
5 超 

9 未満 
8.3 8.1 8.3 8.6 8.0 

生物化学的酸素要求量

（BOD） 
＜ 600  190 310 220 190 

浮遊物質量（SS） ＜ 600  69 450 240 320 

ノルマルヘキサン 

（動植物） 
≦ 30  16.0 ＜5.0 8.4 17.0 

窒素含有量 ＜ 240 32 57 58 60 51 

燐含有量 ＜ 32 4.3 4.6 6.9 6.4 6.0 

カドミウム及びその化合物 ≦ 0.03 ＜0.01 ＜0.003 ＜0.003 ＜0.003 ＜0.003 

シアン化合物 ≦ 1 ＜0.10 ＜0.10 ＜0.10 ＜0.10 ＜0.10 

鉛及びその化合物 ≦ 0.1  ＜0.010 ＜0.010 ＜0.010 ＜0.010 ＜0.010 

六価クロム化合物 ≦ 0.5 ＜0.05     

砒素及びその化合物 ≦ 0.1 ＜0.010 ＜0.010 ＜0.010   

水銀及びアルキル水銀 

その他の水銀化合物 
≦ 0.005 ＜0.0005     

トリクロロエチレン ≦ 0.3 ＜0.0300 ＜0.0300 ＜0.0300 ＜0.0100  

テトラクロロエチレン ≦ 0.1 ＜0.0100 ＜0.0100 ＜0.0100   

ジクロロメタン ≦ 0.2 ＜0.0200 ＜0.0200 ＜0.0200 ＜0.0200  

ベンゼン ≦ 0.1 ＜0.0100 ＜0.0100  ＜0.0100  

ほう素及びその化合物 ≦ 10 ＜1.00 ＜1.00    

フッ素及びその化合物 ≦ 8 ＜0.80 ＜0.80    

フェノール類 ≦ 5 ＜0.50     

銅及びその化合物 ≦ 3 ＜0.10 ＜0.10    

亜鉛及びその化合物 ≦ 2 ＜0.10 ＜0.10    

クロム及びその化合物 ≦ 2 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.10 

 
※ カドミウム及びその化合物の基準値は平成 26 年 12 月 1 日より 0.10mg/L→0.03mg/L に改正された.  
 



 
 

平成 27 年度 最終放流口分析結果 

単位：mg/L 

N.D.：不検出 

 

測定項目 
排除 
基準 

4 月 
7 日 

4 月 
16日 

5 月 
11日 

5 月 
19日 

6 月 
2 日 

6 月 
16日 

7 月 
2 日 

7 月 
13日 

8 月 
4 日 

8 月 
20日 

カドミウム及びその化合

 
≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.01 

砒素及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

セレン及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

銅及びその化合物 ≦3 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 

亜鉛及びその化合物 ≦2 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 

鉄及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

マンガン及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

クロム及びその化合物 ≦2 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

ホウ素及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

ジクロロメタン ≦0.2 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

トリクロロエチレン ≦0.3 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

1,4-ジオキサン ≦0.5 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.05 N.D. 

テトラクロロエチレン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

四塩化炭素 ≦0.02 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

ベンゼン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 
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平成 27 年度 最終放流口分析結果 

単位：mg/L 

N.D.：不検出 

 
 

測定項目 
排除 
基準 

8 月 
27日 

9 月 
3 日 

9 月 
11日 

9 月 
17日 

9 月 
29日 

10月 
6 日 

10月 
13日 

10月 
22日 

10月 
28日 

11月 
5 日 

カドミウム及びその化合

 
≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. ＜0.01 N.D. N.D. ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 

砒素及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

セレン及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

銅及びその化合物 ≦3 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 

亜鉛及びその化合物 ≦2 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 

鉄及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

マンガン及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

クロム及びその化合物 ≦2 N.D. ＜0.05 N.D. ＜0.05 N.D. ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 N.D. ＜0.05 

ホウ素及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

ジクロロメタン ≦0.2 ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 N.D. N.D. N.D. ＜0.02 ＜0.02 ＜0.02 0.034 

トリクロロエチレン ≦0.3 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

1,4-ジオキサン ≦0.5 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.05 ＜0.05 

テトラクロロエチレン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

四塩化炭素 ≦0.02 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

ベンゼン ≦0.1 N.D. ＜0.01 ＜0.01 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.01 N.D. 
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平成 27 年度 最終放流口分析結果 

単位：mg/L 

N.D.：不検出 

 

測定項目 
排除 
基準 

11月 
12日 

11月 
17日 

11月 
26日 

12月 
2 日 

12月 
9 日 

12月 
16日 

1 月 
7 日 

1 月 
14日 

1 月 
20日 

1 月 
26日 

カドミウム及びその化合

 
≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛及びその化合物 ≦0.1 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 ＜0.01 N.D. N.D. ＜0.01 ＜0.01 N.D. N.D. 

砒素及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

セレン及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

銅及びその化合物 ≦3 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 

亜鉛及びその化合物 ≦2 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 

鉄及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

マンガン及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

クロム及びその化合物 ≦2 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 

ホウ素及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

ジクロロメタン ≦0.2 N.D. N.D. N.D. ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 ＜0.020 

トリクロロエチレン ≦0.3 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

1,4-ジオキサン ≦0.5 N.D. N.D. ＜0.05 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

テトラクロロエチレン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

四塩化炭素 ≦0.02 N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.002 ＜0.002 N.D. ＜0.002 ＜0.002 N.D. 

ベンゼン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.010 N.D. N.D. N.D. 
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平成 27 年度 最終放流口分析結果 

単位：mg/L 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N.D.：不検出 

 

測定項目 
排除 
基準 

2 月 
4 日 

2 月 
10日 

2 月 
15日 

2 月 
23日 

3 月 
3 日 

3 月 
8 日 

3 月 
16日 

3 月 
23日 

カドミウム及びその化合

 
≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

鉛及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.01 ＜0.01 N.D. 

砒素及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

セレン及びその化合物 ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

銅及びその化合物 ≦3 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 ＜0.30 

亜鉛及びその化合物 ≦2 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 ＜0.20 

鉄及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

マンガン及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

クロム及びその化合物 ≦2 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 ＜0.05 

ホウ素及びその化合物 ≦10 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 ＜1.0 

ジクロロメタン ≦0.2 ＜0.020 N.D. N.D. N.D. ＜0.020 ＜0.020 N.D. N.D. 

トリクロロエチレン ≦0.3 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

1,4-ジオキサン ≦0.5 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

テトラクロロエチレン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

四塩化炭素 ≦0.02 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. 

ベンゼン ≦0.1 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. N.D. ＜0.010 
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